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論文の内容の要旨
放散虫 (Radiolaria)は古生代カンブリア紀初期に出現し、現在も赤道を挟み、南北両極を含むほぼすべ
ての海域に生息する珪質殻を持つ浮遊性の原生動物である。放散虫の本格的な分類学的研究は 1887年に出
版されたヘッケル (Haeckel)によるチャレンジャー・レポートに見られる。この研究ではチャレンジャー
号によって採取された世界各海域の表層海底堆積物に含まれる現世及び化石放散虫の標本について繊細なス
ケッチとともに、殻の形態学的特長を基に記載分類が行われた。現在の放散虫分類はヘッケルの分類体系が
基本となっている。 1980年代までの放散虫の研究は含放散虫岩の薄片を基にした観察によるもので、殻の
内部・表面構造の詳細な検討が行えず、古生物学的価値の低い分類群とされていた。その後、酸処理による
個体分離j去の確立やSEM(走査電子顕微鏡)の利用が簡便化され、世界各地の放散虫化石の再検討が行われ、
時代ごとに特有な形態を持つものが存在することが明らかになり、その層序・年代・古海洋・古生物地理学
的解析にきわめて重要な分類群であることが明らかになった。
古生代カンブリア紀から現世までの各地質時代で、球状殻を持つ放散虫の割合が圧倒的に多いことは放散
虫研究者にはよく知られている事実である。球状殻を持つ放散虫は一般にEntactinaria自と Spumellaria自に
分けられるが、殻の表面構造はもとより、内部構造の詳細が決定できないと、科・属・種の分類学的決定が
行えないグループであり、これまで特に中生代ジ、ユラ紀・白亜紀のこのグループの分類学的研究はほとんど
行われてこなかった。本研究は海洋研究開発機構(J品1STEC)の有人潜水調査船“しんかい6500"により、
マリアナ海溝海側斜面の水深63∞m付近から採取された凝灰質粘土岩を対象とした。この試料には先行研
究で、最前期白亜紀ベリアシアン (Berriasian)の500穫を超えるきわめて保存良好な放散虫化石が含まれ
ていることが知られていた。本研究では試料採取者から提供されたこの凝灰質粘土岩中に含まれる球状殻放
散虫について、殻内部の構造、殻表面の形態的特長、赫の数・形・大きさ等を基準とし、分類学的検討を行っ
た。その結果、殻の内部に針状骨東京を持つEntactinaria自には6科、 9属 (8新属を含む)、 15新種を、最内
殻に針状骨糠を持たない球状殻SpumellariaEJには 12科 (Retiaridae、Marianaiugiidaeの2新科を含む)、 32
属 (6新属を含む)、 174種(132新種を含む)を識別し、これらすべについて記載を行い、 SEM画像を提示
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した。 Entactinaria13では従来全く知られていなかった複雑な針状骨線を識別し、放射頼・殻の外部構造と
の関係を議論するとともに、新たな分類群の提示を行った。また、Spumellaria自Vallupinae亜科についてジ、ユ
ラ紀・白亜紀での系統進化を議論した。これら保存良好な放散虫化石動物群は低緯度テーチス海域に生息、し
ていたものと考えられ、ジ、ユラ紀・白亜紀の放散虫古生物地理および吉海洋学的に新しい資料を提供するこ
とができた。なお、分類学的検討を行った保存良好な放散虫化石はエックス線解析でオパール A (opal-A) 
であることが明らかとなった。これまでの研究によれば、白亜紀最前期 Berriasian(約 l億 5千万年前)で
は続成作用により、ほとんどすべての放散虫殻はオパール CT(opal-CT) あるいは石英となるはずであるが、
本検討試料は全く続成作用を被っていないことになる。世界初の研究事例となり、今後更なる地球化学的な
検討が必要である。
審査の結果の要旨
本研究は、マリアナ海溝から得られたきわめて保存良好な放散虫化石試料を検討することにより、従来保
存状態が悪く殻の内部構造が決定できなかった白亜紀球状殻放散虫化石の分類学的な再検討を行うととも
に、新たな分類の基準を構築した。また古生代、中生代三畳紀、新生代の球状殻放散虫の進化を議論する際
の重要な資料を提供し、放散虫古生物学の発展に大きな貢献を果たす研究として高く評価できる。従来、現
世表層海域で最も多様性の高い放散虫動物群を含む黒潮海域には 250種程度の放散虫が識別されているが、
本研究試料には倍以上の放散虫が含まれている。このことは検討した球状殻放散虫を含め、今回分類学的研
究の対象としなかった Nassellaria自にも深海・半深海域に生怠する放散虫も含まれている可能性があり、今
後これら放散虫化石の生息深度についての検討も必要である。放散虫は他の絶滅した分類群とは異なり、現
生種も生存する。現生放散虫の飼育実験を通して軟体部の生物学的検討とその殻構造の形態学的検討を行う
ことにより、球状殻を持つ放散虫のみならずすべての放散虫について、系統進化が明らかになることが期待
される。
平成 23年 9月26日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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